
2/7（日） 時間未定TALK

会場：maru room
料金：無料（LIVEは投げ銭）

出展作家：水内義人
ラジオパーソナリティ：飯村有加

ライブ出演：米子匡司（1/16） アサダワタル（2/7）
主催：一般社団法人はなまる　　助成：奈良市文化芸術活動臨時支援事業

1.9（土）―1.17（日）  ・  2.5（金）―2.14（日）

10:00-17:30 ※月火水木休み

1/16（土） 19:00-20:30  open 18:30

身体器官と表現の関係性考察企画 vol.1

声をつなぐプロジェクト

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 で 自 粛 生 活 を 余

儀 な くさ れ た 日 々 の 中 、他 人 と 積 極 的 に 会 っ て 話 す

機 会 が 極 端 に 少 な い 期 間 を 多 く の 人 が 体 験 し ま し

た 。現 在 も 、公 の 場 で 大 き な 声 で マ ス ク を せ ず に 声

を 発 す る こ と は 憚 ら れ ま す 。そ の よ う な 時 勢 の 中 、あ

え て 、「 発 声 す る こ と 」、つ ま り 、肉 体 か ら 音 を 発 生 さ

せ る と い う 、も っ と も 原 始 的 な 表 現 に ス ポ ット を 当 て

た 展 覧 会（ 現 地 ・オ ン ラ イ ン ）を 開 催 し 、人 間 の 身 体

的 、精 神 的 な 原 点 を 見 直 す 機 会 を 創 出 し ま す 。
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奈良市美術館

◉近鉄新大宮駅から徒歩5分、JR奈良駅から徒歩15分　◉車の方は近隣の有料駐車場をご利用ください
◉奈良市美術館まで徒歩20分
  （奈良市美術館へは、近鉄新大宮駅からシャトルバス（無料）・レンタサイクル（有料）があります）
◉奈良県立大学ワークインプログレス展まで徒歩25分

〒630-8114 奈良市芝辻町2丁目6-14maru room
◉アクセス

◉近隣施設での展覧会情報

奈良市美術館
「横を向いたつもりで
 どこを見ているの？」展　
2021年1月9日（土）-1月20日（水）

奈良県立大学
実践型アートマネジメント人材育成プログラム

「ワークインプログレス展」
CHISOU : ARTISTS' RESEARCH
　̶感覚・生態・時間・変遷̶
sonihouse 長坂有希 山城大督 ジェームズ・ムリウキ 

2021年1月30日（土）-2月14日（日）
◎時　間 :  10：00～17：00　※木曜日休み（2月11日は開所）

◎会　場 :  下御門町自治会所
   （奈良県奈良市下御門町27）
◎主　催 ： 奈良県立大学

プロジェクト詳細
イベント予約は
こちら

プロジェクト
特設webページ

◉オンライン情報

◎時　間 :  10：00～17：30 （入館は17：00まで）  
  1月9日は13：00よりオープン、
  1月10日は19：00（入館は18：30）まで開館。 
◎休館日 : 1月12日（火）、18日（月） 

本展、および各イベントは新型コロナウィ
ルス感染症拡大防止のため「博物館にお
ける新型コロナウイルス感染拡大予防ガ
イドライン」を参照し、感染予防対策を徹
底して開催します。

入場料
無 料

入場料
無 料

●映像 

林 勇気
●ワークショップチーム 

水内義人・若林健一・はなまる体験工房 

ライブやラジオの
リアルタイム情報は

こちら

Twi t te r

ラジオは
こちらからご視聴
いただけます

Spot i f y

maru
room

■お問い合わせ

一般社団法人 はなまる （maru room）
〒630-8114　奈良市芝辻町2丁目6-14
電話 ： 090-6978-9291　
メール ： info@hanamaru-nara.art
hanamaru-nara.art



皆がマスクをつけて、距離を取り、コミュニケーションが希薄になった。収入が減り、苦し

い状況の人も多い。その一方、これまでの働き方や生き方を見直した人も多い。悪い側

面も良い側面も、世界中の人が影響を受けている。

この状況を、うまく自分の言葉にできずにいます。私は、今のこの状況をどう考えている

のか、未来にどう繋げていくことができるのか。そのヒントを知りたくて、奈良市内在住の

アーティストをはじめ、主婦、子ども、演奏者など幅広い方々にゲストにお越しいただき、

ラジオを収録・配信、声をアーカイブ化します。ラジオのオープニングミュージックは米子

匡司（音楽家）が現地をリサーチ・制作。奈良の日常・

声・表現が交わる瞬間を捉えます。

ラジオと音楽はPodcast・Spotify・YouTubeで

配信、展覧会でも楽しめます。また、展覧会会期中

に公開収録も予定しています。

奈
良
の
町
で﹁
清
き
名
も
無
き

物
体
﹂を
持
ち
歩
き
声
を
集
め
︑

歩
き
な
が
ら﹁
採
取
し
た
物
達
﹂

を
声
で
発
酵
さ
せ
︑最
後
は
皆

で
全
て
を
分
か
ち
合
う
事
を
試

み
る
︒

● 米子 匡司 （よなご ただし） 
音楽家。トロンボーン・ピアノ奏者。プログラマ。自作楽器
やほかの道具を使い、音にまつわる試みを行う。
近年の活動は、楽器と自作楽器を使ったライブのほか、
フィールドレコーディングと野外での演奏を町の地図に重
ねた《地図》シリーズの制作や、屋外でのライブイベント
《PARADE》の開催など。屋外でCDなどを販売する自動販

売機の制作と設置も行う。
1999年にSjQ(SamuraiJazz)
を結成し、2 0 19までメン
バーとして活動。2008年よ
り2015年まで住居兼イベ
ントスペースFLOAT(大
阪市)を運営。
http://floating.jp

空気の色が変わったようで、今年はいろいろ、思いもつ
かなかった事がありました。今までやったら同じ場を過
ごして、身振りや目線で伝わったことも、言葉で伝えな
いといけないような事もあって。
言葉をもっとうまく使えたらなと思うし、声にもっと気
持ちを乗せられたらなと思います。ラジオはもともと好
きな媒体だし、飯村さんは声で考えと気持ちを伝えよ
うとがんばってらっしゃる、良い話し手だし、今回はお
誘いいただけて嬉しいです。

● 飯村 有加 
　 （いいむら ゆか）

アートコーディネーター。恩師
タナカカツキ（マンガ家）の
教えにより、大学時代よりイ
ンターネットラジオの配信を
はじめる。2017年7月、自身が
聞き手となり、ゲストと共に
芸術と日常について話す
「maruroom放送室」を開設。
不定期で更新中。

家電により家
事が楽になり

、コミュニケー

ションもデジタ
ル化が進むと身

体感覚が希
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はあけっぴ

ろげな生理現象
がよく取り入れ

られますが、

観客は自身の
身体に立ち返り

、服のように

着込んだ社会
的規範や同じ

動物としての

他者を照らしま
す。

今回は水内が
用途不明なモ

ノを制作、路

上で出会う人に
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」をあわせて展
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お出かけ編
声をつ なぐ

プ ロジェクト

ディレクション:
村田典子

1

お招き編声をつ なぐ プ ロジェクト
ディレクション:飯村有加、浅利大生 2

アサダワタル　
パフォーマンス&トーク（アサダワタル×飯村有加）
2021年2月7日（日）時間未定　
場所：maruroom、オンライン配信
※事前予約制
 予約方法など詳細は、裏面のwebページ
 からご確認ください

録音/撮影◉佐
伯慎亮

▼出演▼

水内義人
米子匡司

▼日時▼

2021年
1月16日（土）
19：00～20：3

0

open 18：30

▼会場▼

maruroom
（投げ銭）

オンライン配信
※事前予約制

予約方法など
詳細は

裏面のwebペ
ージから

ご確認ください

● アサダ ワタル
文化活動家。音楽や声を手立てに、人々の日常生活に近接したプロジェク
ト、演奏、場づくりを行う。2009年に自宅を他者にゆるやかに開くムーブ
メント「住み開き」を提唱し話題に。著書に『想起の音楽』（水曜社）、『住み
開き増補版』（ちくま文庫）、音源に『歌景、記譜、大和川レコード』（路地と
暮らし社）など。

※アサダワタル写真　撮影：平林克己　提供：まえとあと

今回は、「住み開き」という表現と、音楽表現
が交わる地平で、またSjQでの活動や、例年お
世話になって来た奈良県立図書情報館で縁の
ある奈良でこういったオファーをいただけたことを嬉しく思います。最
近、ライブから遠く離れて、日々の現場　ー福祉施設、復興団地、小学
校、商店街などー で音を使ったいろんな日常的な取り組みを行ってい
ました。そこから往還してどんなライブができるか、ちょっと自分なり
に考えてみたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

2021年2月14日
（日） 16：00～

名も無き発酵物 「試臭会」
最終日に、集ま

った声に耳を傾
けながら、

水内が歩き採
取した物達を発

酵させた物を

希望来場者で
試臭いたします

。

LIVE


